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一
九
世
紀
半
ば
、海
軍
列
強
は
太
平
洋
北
部
に
広
が
る
広
大
な
領
域
に
注
目
し
た
。

最
も
大
き
な
活
動
を
示
し
た
の
は
英
仏
露
米
で
あ
っ
た
。
軍
事
外
交
力
を
見
せ
付
け

ら
れ
る
そ
の
対
象
の
ひ
と
つ
は
日
本
で
あ
っ
た
。

　

帝
国
政
府
と
二
国
間
条
約
を
締
結
後
、
日
本
の
い
く
つ
か
の
特
定
の
港
が
艦
艇
の

寄
港
の
た
め
に
開
港
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
日
露
間
で
一
八
五
五
年
二
月
七
日
に
締
結

さ
れ
た
下
田
条
約
に
よ
り
、
日
本
政
府
は
ロ
シ
ア
艦
艇
に
三
つ
の
港
、
す
な
わ
ち
、

下
田
、
箱
館
、
長
崎
を
開
港
し
た
。

　

そ
の
後
、サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
極
東
情
勢
が
注
意
深
く
見
守
ら
れ
た
。

一
八
五
九
年
末
、
ロ
シ
ア
海
軍
元
帥
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
の

直
属
の
部
下
で
、
海
軍
大
佐
イ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、

極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
政
治
に
関
す
る
覚
え
書
き
を
大
公
に
提
出
し
、
そ
の
覚
え

書
の
中
で
、
将
来
に
お
け
る
日
本
の
役
割
を
指
摘
し
、
日
露
関
係
の
根
幹
を
概
観
し

た
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
特
に
以
下
の
よ
う
に
書
く
。

　
「
…
日
本
は
、
同
国
を
取
り
巻
く
周
辺
諸
国
の
政
治
に
お
い
て
、
将
来
最
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
使
命
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
理
的
位
置
の
並
々
な
ら
ぬ
有

利
性
、
国
の
自
然
の
豊
か
さ
、
お
び
た
だ
し
い
人
口
数
の
国
民
が
持
つ
安
寧
志
向
と

能
力
、こ
れ
ら
す
べ
て
の
中
に
、輝
か
し
い
未
来
の
確
た
る
保
証
が
あ
り
ま
す
。我
々

は
こ
の
国
家
と
直
接
隣
接
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
の
国
家
の
運
命
に
精
力
的
に
関

わ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
へ
我
々
を
駆
り
立
て
る
の
は
、
自
己
保
存

本
能
で
も
あ
り
ま
す
…
。」

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
方
策
を
取
る
よ
う
に
提
案
し
た
。例
え
ば
、

（
既
存
の
在
箱
館
領
事
館
以
外
に
）
在
江
戸
（
今
日
の
東
京
）
総
領
事
館
、
在
長
崎

領
事
館
の
設
置
で
あ
る
。
こ
の
際
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
東
洋
に
駐
留
し
て
い
る
ロ
シ

ア
の
軍
艦
の
う
ち
最
低
で
も
一
隻
は
各
領
事
館
付
き
に
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と

考
え
た
。

　

一
八
六
〇
年
初
め
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
中
国
周
辺
で
の
ロ
シ
ア
の
外
交
地
位
の
強

化
の
た
め
、
中
国
海
域
艦
隊
の
編
成
を
す
る
よ
う
委
任
さ
れ
、
駐
北
京
ロ
シ
ア
公
使
、

陸
軍
少
将
Ｎ
・
Ｐ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
の
指
揮
下
に
入
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

　

一
八
六
〇
年
一
月
三
一
日
、リ
ハ
チ
ョ
フ
は
蒸
気
客
船
で
マ
ル
セ
イ
ユ
を
出
港
し
、

上
海
に
到
着
、
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
蒸
気
船
レ
ミ
号
に
乗
船
し
箱
館
に
降
り
立
っ

た
。
同
地
で
四
月
四
日
ロ
シ
ア
領
事
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
と
東
方
情
勢
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
話
題
の
中
に
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
が
重
要
な
戦
略
地
点
と
考
え

て
い
た
対
馬
島
の
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

自
分
の
日
記
の
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
…
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
が
伝
え
聞
い
た
噂
に
よ
れ
ば
、
英
国
人
た
ち
が
対
馬
島
を

狙
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
…
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
対
馬
島
に
対
す
る
私
の
見
方
に

は
同
意
し
て
い
な
い
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
彼
は
、
可
能
な
範
囲
で
行
動
を
と
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
英
国
人
の
こ
と
を
日
本
人
た
ち
に
警
告
し
、
英
国
人
の
す
べ
て
の
行
動

と
試
み
をau fait 【
結
局
】
日
本
人
だ
け
で
阻
止
す
る
よ
う
促
し
た
。
も
し
あ
い
つ

ら
が
そ
れ
を
実
行
す
る
場
合
は
、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
外
交
的
手
段
で
や
つ
ら
を
阻

止
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で

き
ま
い
…
。」

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

イ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
対
馬
計
画
（
一
八
六
〇
―
一
九
〇
四
）

ワ
レ
ン
チ
ン
・
ス
ミ
ル
ノ
フ
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一
八
六
〇
年
五
月
二
一
日
、
ロ
シ
ア
帝
国
中
国
海
域
艦
隊
を
組
織
し
た
リ
ハ
チ
ョ

フ
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
に
覚
え
書
を
送
る
。
覚
え
書
の

中
に
は
、
極
東
で
の
ロ
シ
ア
の
航
海
の
自
由
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
艦
隊
編

成
は
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
号
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
、
ク

リ
ッ
パ
ー
艦
ジ
ギ
ッ
ト
号
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ラ
ズ
ボ
イ
ニ
ク
号
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ナ

エ
ズ
ド
ニ
ク
号
、
輸
送
船
ヤ
ポ
ニ
ェ
ツ
号
、
そ
の
他
の
艦
艇
で
あ
る
。
リ
ハ
チ
ョ
フ

は
日
本
海
が
三
つ
の
海
峡
、
す
な
わ
ち
、
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
峡
、
津
軽
海
峡
、
朝
鮮
海

峡
に
よ
り
、
東
太
洋
（
太
平
洋　

ス
ミ
ル
ノ
フ
注
）
よ
り
隔
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
「
朝
鮮
海
峡
の
真
ん
中
に
は
、
警
衛
の
衛
兵
の
よ
う
に

対
馬
島
が
立
っ
て
い
る
」
と
し
、
主
要
な
出
入
口
と
名
付
け
た
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
「
同

地
で
は
、
中
国
へ
の
直
通
の
航
路
が
あ
る
。
そ
の
中
国
で
、
我
々
は
、
今
後
、
一
度

な
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
運
命
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

地
に
は
、
日
本
帝
国
の
最
重
要
諸
地
点
へ
も
直
接
至
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。
…
朝
鮮
海

峡
を
通
る
と
、
航
海
に
も
交
易
に
も
、
極
め
て
活
気
に
満
ち
た
豊
か
な
海
域
に
、
直

接
出
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
の
考
え
で
は
、
最
も
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
不
利
な
の
は
、
太
平
洋
へ
の

出
口
が
「
強
大
で
敵
対
的
な
強
国
の
手
に
陥
る
」
よ
う
な
事
態
に
な
る
場
合
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
出
口
の
内
、
最
重
要
地
は
、
ロ
シ
ア
の
た
め
に
是
が
非
で
も
強
化
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
結
論
付
け
た
。

　
「
こ
の
こ
と
な
く
し
て
は
、
東
太
洋
に
お
け
る
我
が
国
の
海
軍
の
影
響
力
の
拡
大

に
向
け
て
の
す
べ
て
の
努
力
は
、
資
金
と
時
間
と
労
力
の
無
駄
な
浪
費
に
終
わ
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
指
摘
し
て
い
る
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
対
馬
島
の
持

つ
地
理
的
特
性
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
海
域
に
お
け
る
我
が

分
艦
隊
と
艦
艇
に
と
り
、
休
息
と
結
集
の
た
め
の
こ
れ
以
上
の
集
結
場
所
は
あ
り
え

な
い
…
。」

　

彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
艦
艇
ア
ク
テ
オ
ン
号
（A

ctaeon

）
と
ド
ー
ブ
号
（D

ove

）

が
、
一
八
六
〇
年
の
夏
の
一
時
期
を
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
湾
で
過
ご
し
た
後
、
い
ち
早

く
対
馬
島
に
行
き
、
そ
こ
に
『
見
事
な
入
り
江
』
を
発
見
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、「
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
に
も
他
の
い
か
な
る
国
に
対
し
て
も
、
そ
こ

に
基
盤
を
固
め
、
我
が
国
の
不
利
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
な
い
」
た
め
に
は
、

時
を
逸
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
こ
の
課
題
は
、
リ
ハ
チ
ョ

フ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
方
法
で
解
決
で
き
る
。（
一
）
全
島
す
べ
て
、
あ
る

い
は
そ
の
一
部
を
取
得
す
る
、（
二
）
海
岸
の
一
部
の
場
所
を
海
軍
根
拠
地
設
置
の

た
め
に
譲
渡
を
勝
ち
取
る
、（
三
）
ど
こ
の
国
で
あ
れ
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
こ

の
島
を
閉
鎖
し
て
い
る
こ
と
を
確
約
さ
せ
る
。
書
簡
の
最
後
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
中

国
情
勢
が
収
ま
り
次
第
、
分
艦
隊
の
一
隻
を
測
量
・
海
図
作
成
の
た
め
に
対
馬
島
に

派
遣
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
同
地
で
任
務
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
を
自
ら
の
権
利
と
み

な
す
と
記
し
て
い
る
。

　

二
ヵ
月
後
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
は
、
対
馬
島
に
関
す
る

リ
ハ
チ
ョ
フ
の
報
告
書
を
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
に
上
申
し
、
た
だ
ち
に
一
八

六
〇
年
七
月
二
六
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
対
し
て
返
書
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
…
も
し
我
々
が
、
ヴ
ィ
ラ
フ
ラ
ン
カ
【
ニ
ー
ス
の
東
方
約
六
㎞
】
に
我
々
が
創

設
し
た
と
同
じ
よ
う
な
施
設
を
対
馬
島
に
設
置
す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
に
成
功

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
満
足
す
べ
き
結
果
と
言
え
よ
う
、
と
皇
帝
陛
下
は

お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
日
本
帝
国
の
幕
藩
体
制
【феодальное устройство

】

は
、
こ
の
件
に
お
い
て
、
も
し
か
し
た
ら
助
け
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
貴
下
が
、
中
央
政
府
と
の
交
渉
な
し
に
、
現
地
の
藩
主
、
あ
る

い
は
、権
力
者
と
の
合
意
に
基
づ
く
取
引
に
限
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

貴
下
の
交
渉
は
、
決
し
て
外
交
的
か
た
ち
を
と
る
べ
き
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
ま
ず

我
々
の
分
艦
隊
と
土
地
の
権
力
者
と
の
私
的
取
引
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
…
。
皇
帝
陛
下
は
貴
下
の
豊
か
な
経
験
と
叡
智
に
大
い
に
期
待
な
さ
っ
て
お
い
で

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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だ
。」

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
が
大
公
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
、
一
八
六
〇
年
一

二
月
半
ば
で
あ
っ
た
。
一
八
六
一
年
一
月
、
上
海
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
イ
ギ
リ
ス
の
艦

長
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
ド
に
会
う
。
砲
二
六
門
艦
載
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ア
ク
テ
オ
ン
号
ば

か
り
で
は
な
く
、
東
洋
海
賊
を
測
量
す
る
複
数
の
小
型
艦
艇
を
指
揮
し
て
い
た
。
こ

の
結
果
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
ウ
ォ
ー
ド
か
ら
対
馬
海
峡
の
地
図
の
ゲ
ラ
刷
り
と
二
枚
の

地
図
、
チ
ュ
サ
ン
【
舟
山
】
島
と
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
湾
の
も
の
、
そ
し
て
、
最
新
年

の
イ
ギ
リ
ス
の
海
測
の
詳
細
な
結
果
と
中
国
沿
岸
と
対
馬
島
で
の
彼
ら
の
複
数
の
測

量
図
を
知
見
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
イ
ギ
リ
ス
人
を
出
し
抜
く
こ
と
に
決
め
た
。
一
八
六
一
年
一
月
二

八
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
駐
箱
館
ロ
シ
ア
領
事
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ

ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
、
な
ぜ
同
氏
が
江
戸
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
つ
ま
り
、
イ
ギ

リ
ス
外
交
官
ら
の
日
本
政
権
に
対
す
る
働
き
か
け
を
知
り
、
さ
ら
に
、
な
に
よ
り
も
、

対
馬
の
件
で
ロ
シ
ア
艦
隊
の
努
力
を
支
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
）

を
説
明
し
た
。

　

一
八
六
一
年
二
月
二
（
一
四
）
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク

号
艦
長
Ｎ
・
Ａ
・
ビ
リ
リ
ョ
フ
海
軍
中
佐
に
「
極
秘
」
と
印
の
押
さ
れ
た
命
令
を
下

し
た
。
そ
の
中
に
は
、
駐
箱
館
領
事
・
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
を
箱
館
に
送
っ

た
後
、
測
量
の
た
め
、
朝
鮮
海
峡
を
対
馬
島
に
向
け
航
行
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。

同
様
に
、
艦
艇
の
修
理
を
行
う
に
不
可
欠
な
「
す
ば
ら
し
く
、
完
璧
に
閉
じ
た
入
り

江
」
に
い
る
間
に
、「
朝
鮮
海
峡
両
翼
」
の
測
量
、
同
地
の
情
報
す
べ
て
を
収
集
す

る
よ
う
、
命
じ
た
。
命
令
書
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
作
成
し
た
、
島
の
西
岸
の
入
り

江
の
未
完
成
の
地
図
の
写
し
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

一
八
六
一
年
三
月
一
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
は
対
馬
島
に
到
着
し
、

オ
サ
キ
【
尾
崎
】
村
岸
に
投
錨
す
る
。
次
の
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
第
二
位
の
役
人
ト

ダ
・
ゴ
オ
キ
オ
【
戸
田
惣
右
衛
門
か
。
御
用
人
助
勤
、
大
目
付
、
三
月
五
日
（
和
暦

二
月
八
日
）
ま
で
問
情
使
】
に
次
の
よ
う
な
要
求
を
し
た
。

　

一�

、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
修
理
の
全
期
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
港
に

お
け
る
協
定
に
準
じ
た
す
べ
て
を
行
使
す
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
通
り
。

　

二�

、
本
官
の
要
求
を
満
た
す
た
め
、藩
の
役
人
一
名
を
本
官
付
き
に
任
命
す
る
こ
と
。

　

三�

、
作
業
小
屋
、
兵
舎
、
病
院
建
設
用
地
、
あ
る
い
は
、
病
院
に
当
て
る
た
め
の

寺
院
を
陸
岸
に
提
供
す
る
こ
と
。

　

四
、
新
鮮
な
食
料
、
お
よ
び
、
購
入
が
必
要
な
す
べ
て
を
受
け
取
る
こ
と
。

　

五
、
木
材
、
そ
の
他
、
資
材
、
労
働
者
の
雇
用
を
提
供
す
る
こ
と
。

　

六
、
入
り
江
の
両
側
、
島
の
内
陸
一
里
の
範
囲
は
、
立
ち
入
り
禁
止
に
す
る
こ
と
。

　

七
、
測
量
調
査
中
妨
害
を
し
な
い
。

　

八
、
ボ
ー
ト
の
賃
借
、
購
入
を
す
る
こ
と
。

　

九
、
藩
当
局
と
の
相
互
訪
問
と
表
敬
。

　

十
、
本
官
が
藩
主
を
訪
問
し
、
ま
た
、
そ
の
返
礼
を
受
け
取
る
こ
と
。

　

十
一
、
本
官
が
望
む
相
手
に
望
む
品
を
贈
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

十
二
、
長
崎
と
の
郵
便
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

ロ
シ
ア
人
た
ち
は
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
か
ら
大
型
ラ
ン
チ
【барказ <

 

仏
語barcasse

】
と
数
艘
の
小
型
艇
を
出
し
、
周
辺
の
入
り
江
の
測
量
・
海
図
作
成

を
始
め
た
が
、
こ
の
こ
と
が
対
馬
の
役
人
た
ち
の
不
安
感
を
呼
び
起
こ
し
た
。
三
月

五
日
戸
田
が
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
長
崎
に
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
聞
い
た
が
、

ロ
シ
ア
海
軍
士
官
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
外
国
か
ら
の
客
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の

は
無
礼
だ
と
答
え
た
。
三
月
八
日
戸
田
の
代
わ
り
に
ヴ
ォ
ブ
ラ
・
ノ
リ
ノ
ス
ケ
【
大

浦
教
之
助　

戸
田
惣
右
衛
門
の
後
任
で
問
情
使
に
な
る
も
和
暦
二
月
二
〇
日
辞
す
】

（
七
十
歳
の
老
人
）
が
任
命
さ
れ
、
同
行
者
と
共
に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
や
っ
て
来
て
、

同
じ
く
対
馬
を
退
去
す
る
よ
う
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
求
め
た
。
そ
の
老
人
が
不
用
意
に
扇

子
で
机
を
叩
き
始
め
た
時
【「
酒
肴
を
出
し
て
其
労
を
謝
す
、
大
浦
云
、
我
輩
は
酒

肴
の
饗
を
請
く
る
為
め
来
た
り
し
に
あ
ら
す
と
て
、
テ
ー
フ
ル
を
し
き
り
た
ゝ
け
は
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酒
肴
散
乱
す
」（
幕
末
外
国
関
係
文
書
巻
之
四
九
―
四
七
）
と
あ
る
】、
ビ
リ
リ
ョ
フ

は
立
ち
上
が
り
、「
今
後
、
も
し
お
ま
え
が
、
皇
帝
陛
下
の
艦
艇
で
そ
の
よ
う
な
不

埒
な
態
度
を
と
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
み
せ
し
め
に
、
罰
し
て
や
る
」
と
言
っ

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
四
人
の
役
人
は
全
員
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
前
に
跪
い
て
赦
し
を
乞
う

た
。
そ
の
後
の
日
々
、
日
本
人
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
の
小
型
艦
艇
が
入
り
江
を
巡
る
こ

と
や
海
軍
軍
人
の
上
陸
を
妨
げ
た
。
三
月
二
六
日
、
対
馬
公
の
次
席
役
人
ジ
ェ
オ
ニ

ス
ケ
【
朝
岡
譲
之
助
。
宗
家
問
情
使
、
朝
鮮
方
頭
役
】
が
、
島
を
退
去
す
る
よ
う
、

再
び
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
求
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
日
、
入
り
江
に
は
、
リ
ハ
チ
ョ

フ
の
乗
艦
す
る
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク
号
が
入
港
し
、
こ
の
た
め
、
日
本
人

た
ち
は
、
目
に
見
え
て
、
い
っ
そ
う
譲
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
前
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
江
戸
に
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

時
、
一
八
六
一
年
三
月
一
一
日
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク
号
上
で
ゴ
シ
ケ
ー

ヴ
ィ
チ
に
出
会
っ
た
。
艦
隊
司
令
官
【
リ
ハ
チ
ョ
フ
】
が
、
そ
の
日
記
の
中
で
記
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
「
す
で
に
日
本
人
た
ち
に
対
馬
島

の
こ
と
を
た
っ
ぷ
り
話
す
機
会
が
あ
り
、
箱
館
で
は
奉
行
に
地
図
を
見
せ
た
が
、
対

馬
島
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
何
の
権
利
も
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
誰
か
ら
も
全
権
を

委
任
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」。
明
ら
か
に
そ
の
理
由
で
、
五
月
二
七
日
に
ビ
リ
リ
ョ

フ
と
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
の
九
人
の
士
官
は
対
馬
島
に
滞
在
し
た
と
い
う

情
報
を
、「
こ
の
秘
密
の
保
持
が
必
要
と
上
部
が
認
め
て
い
る
間
は
」
口
外
し
な
い

よ
う
に
と
い
う
念
書
を
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
渡
し
た
。
そ
の
後
、
同
様
の
念
書
は
分
艦
隊

の
他
の
艦
艇
の
士
官
た
ち
も
渡
し
た
。

　

ビ
リ
リ
ョ
フ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
、
日
本
人
の
話
で
は
、
一
八
五
九
年
の
あ
る
時
、

イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
ア
ク
テ
オ
ン
号
が
日
本
の
役
人
た
ち
に
大
粒
散
弾
銃
を
浴
び
せ
た

結
果
、二
名
な
い
し
は
三
名
が
死
傷
し
た
そ
う
だ
と
語
っ
た
。三
月
二
七
日
リ
ハ
チ
ョ

フ
と
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
小
型
艇
で
入
り
江
を
廻
っ
た
が
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
ロ
シ
ア
海

軍
根
拠
地
と
し
て
芋
崎
【
こ
の
地
名
は
「
イ
ン
モ
・
サ
キ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
以

下
同
様
】
を
選
ん
だ
こ
と
に
賛
成
し
、
そ
の
後
、
ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク
号
で
出
航
し
た
。

ポ
サ
ド
ニ
ク
号
艦
長
の
行
動
を
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　
「
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
対
処
は
き
わ
め
て
ま
ず
い
。
彼
は
一
ヶ
月
の
間
何
ら
期
待
さ
れ

た
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
。
あ
ま
り
に
も
慎
重
で
、
日
本
人
側
の
あ
ら
ゆ
る
難
癖
に

も
翻
弄
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
に
屈
し
て
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
人
た
ち
と
う

ま
く
や
っ
て
い
く
能
力
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
も
同
じ
よ
う
に
事
が
進
む

の
で
あ
れ
ば
、
決
定
的
な
こ
と
は
何
一
つ
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
こ
と
を
危
惧
す 

る
…
。」

　

三
月
二
八
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
日
本
人
た
ち
に
よ
る
妨
害
行
為
の
件
に
つ
い
て

ジ
ェ
オ
ニ
ス
ケ
【
朝
岡
譲
之
助
】
と
激
し
く
や
り
あ
っ
た
が
、
日
本
の
役
人
の
一
人

が
艦
の
当
直
を
押
し
た
際
、
役
人
全
員
が
消
火
ポ
ン
プ
か
ら
の
水
を
浴
び
せ
か
け
ら

れ
た
。
三
月
二
九
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
が
コ
ブ
ノ
コ
シ
村
【
小
船
越
】

の
近
く
に
停
泊
し
て
い
た
時
に
、
ま
た
し
て
も
日
本
の
役
人
た
ち
は
大
型
ラ
ン
チ
の

消
火
ポ
ン
プ
の
水
を
か
ぶ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
日
本
の
小
船
は
姿
を
見
せ

な
く
な
っ
た
。

　

三
月
二
九
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
海
岸
で
建
設
工
事
に
着
手
し
た
。
日
本
人
た
ち
は

や
っ
て
来
て
手
助
け
を
し
た
。
一
一
時
三
〇
分
に
作
業
は
終
了
し
た
が
、
そ
の
時
間

に
は
棒
を
手
に
し
た
大
勢
の
農
民
が
集
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
ポ
サ
ド
ニ

ク
号
の
正
午
の
号
砲
が
鳴
ら
さ
れ
た
途
端
、
役
人
た
ち
と
一
緒
に
、
あ
と
も
振
り
返

ら
ず
一
目
散
に
四
散
し
た
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
当
て
た
秘
密
報
告
書
の
中
で
ビ
リ
リ
ョ

フ
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
…
私
は
芋
崎
を
確
保
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
人
側
か
ら
私
に

そ
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
と
い
う
か
た
ち
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
極
め
て
早
い
時
期
に
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

四
月
二
日
、
新
し
い
第
二
位
の
役
人
平
田
茂
左
衛
門
【
宗
家
年
寄
、
宗
家
勘
定
奉

行
、
大
目
付
助
勤
兼
任
。
和
暦
三
月
七
日
よ
り
問
情
使
。
実
際
に
は
「
ヒ
ラ
タ
」
で
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は
な
く
「
ヒ
ロ
タ
・
モ
ザ
エ
モ
ン
」
と
書
か
れ
て
い
る
】
と
ミ
ツ
ヤ
マ
・
シ
オ
ド
ィ

ゾ
オ
【
満
山
俊
蔵
、
筆
談
役
】
が
や
っ
て
き
て
、
芋
崎
の
選
定
問
題
は
そ
の
場
で
決

着
し
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
要
求
は
、
牛
の
提
供
以
外
は
す
べ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
午

後
四
時
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
は
芋
崎
に
投
錨
し
た
。

　

四
月
三
日
、
海
岸
に
は
掲
揚
台
が
建
て
ら
れ
、
ロ
シ
ア
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。
ビ
リ

リ
ョ
フ
は
日
本
の
人
夫
た
ち
の
助
け
を
借
り
、
ロ
シ
ア
式
蒸
し
風
呂
、
台
所
、
納
屋
、

波
止
場
の
建
設
を
初
め
、
野
菜
畑
、
良
質
の
陶
土
で
煉
瓦
を
造
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

　

四
月
一
〇
日
、
沿
海
州
に
い
た
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
か

ら
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
五
月
末
、
江
戸
を
出
立
し
て
、
箱
館
に
向
か
っ

た
と
の
知
ら
せ
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
日
記
の
中
で
、「
何
も
為
さ
ず
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
対
馬
滞
在
の
知

ら
せ
を
待
つ
こ
と
も
な
く
」
領
事
が
江
戸
を
発
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　

四
月
一
一
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
満
山
と
平
田
両
役
人
と
、
対
馬
に
対
す
る
将
来
に

わ
た
る
ロ
シ
ア
の
保
護
に
つ
い
て
話
し
合
い
、そ
の
後
、彼
ら
は
藩
主
の
元
に
向
か
っ

た
。
四
月
一
五
日
、
満
山
と
平
田
は
二
人
の
藩
の
役
人
を
伴
っ
て
帰
っ
て
来
た
。
二

人
の
役
人
は
、
鶏
、
卵
、
野
菜
、
魚
、
エ
ビ
な
ど
の
贈
り
物
を
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
届
け

た
。
彼
ら
は
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
仁
位
孫
一
郎
（
対
馬
と
釜
山
の
知
事
）【
実
際
に
は
「
ニ

イ
マ
ゴ
・
イ
ツ
ィ
ロ
」
と
書
か
れ
て
い
る
】
と
の
個
人
的
会
談
を
要
請
し
た
。
返
礼

と
し
て
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
艦
長
は
藩
主
に
拳
銃
、
立
派
な
遠
眼
鏡
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
六
本
、

リ
キ
ュ
ー
ル
四
本
お
よ
び
砂
糖
数
キ
ロ
を
贈
っ
た
。

　

明
く
る
四
月
一
六
日
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ナ
エ
ズ
ド
ニ
ク
号
と
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
乗
艦

し
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
号
が
入
り
江
に
到
着
し
た
。
ビ
リ
リ
ョ
フ
と

共
に
彼
は
高
い
丘
の
上
か
ら
島
の
東
部
を
観
察
し
た
。
四
月
一
七
日
、
皇
帝
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
二
世
の
誕
生
日
の
祈
祷
と
祝
砲
の
後
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
も
と
に
仁
位
孫
一

郎
が
正
装
で
や
っ
て
来
た
（
年
齢
は
五
十
五
歳
、
極
め
て
聡
明
で
意
味
深
長
な
顔
を

し
た
際
限
な
き
ま
で
に
礼
儀
正
し
い
人
物
）。
彼
は
、
島
へ
の
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
の

滞
在
に
関
し
て
、
牛
の
提
供
と
藩
主
と
の
会
見
以
外
の
す
べ
て
の
条
件
に
応
じ
た
。

　

四
月
一
八
日
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
複
数
の
艦
艇
と
と
も
に
島
を
去
っ
た
。
同
日
、
リ
ハ

チ
ョ
フ
は
自
己
の
日
記
に
「
…
総
じ
て
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
は
、
優
れ
た
面
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
私
は
喜
ん
で
同
意
す
る
。
も
っ
と
も
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
対
し
私
は
反
感
に

も
似
た
先
入
観
を
拭
え
な
い
で
は
い
る
の
だ
が
…
」
と
記
し
て
い
る
。

　

四
月
二
二
日
、（
日
本
海
）ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
港
に
逗
留
し
て
い
た
時
、

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
に
宛
て
た
書
簡
の
中

で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
…
私
は
現
在
で
は
、
対
馬
島
を
ま
っ
た
く
別
の
目
で
見
て
お
り
ま
す
。
ピ
ョ
ー

ト
ル
大
帝
湾
の
諸
港
は
、
航
行
の
た
め
に
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス

キ
ー
港
に
比
し
て
も
、
年
間
の
【
航
行
可
能
】
時
間
が
お
そ
ら
く
変
わ
ら
な
い
で
あ

ろ
う
と
確
信
し
た
今
、
我
が
艦
隊
発
展
の
礎
は
対
馬
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
…

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
対
馬
問
題
を
さ
ら
に
押
し
進
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
後
戻
り

す
る
の
か
を
今
こ
そ
緊
急
に
決
定
す
べ
き
で
す
…
。」

　

四
月
二
二
日
付
の
別
の
書
簡
の
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
対
馬
島
に
海
軍
根
拠
地
を

置
く
こ
と
の
利
点
に
付
き
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
…
芋
崎
岬
は
あ
ら
ゆ
る

点
か
ら
見
て
、
全
世
界
の
海
軍
力
を
収
容
し
う
る
ほ
ど
の
広
大
な
湾
で
、
僅
か
な
力

で
も
っ
て
、
支
配
的
地
位
を
確
保
す
る
の
に
最
も
優
位
な
場
所
で
す
。」

　

軍
務
報
告
者
に
添
付
さ
れ
た
覚
え
書
の
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
対
馬
島
の
地
所
の

確
保
を
「
法
の
観
点
か
ら
」
保
証
す
る
た
め
に
は
、
日
本
政
府
と
の
直
接
接
触
が
不

可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
…
中
央
政
府
と
の
交
渉
に

入
る
の
が
遅
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
…
信
任
状
を
与
え
ら
れ
た
大
臣
（
公
使
の
こ
と
。　

ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
・

ス
ミ
ル
ノ
フ
注
）
の
派
遣
の
必
要
を
私
が
確
信
す
る
理
由
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
り
ま

す
…
。」

　

と
は
い
え
、
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
、
話
を
島
で
の
出
来
事
に
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。
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四
月
一
八
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
が
島
を
去
っ
た
後
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
仁
位
孫
一
郎
と

会
見
す
る
た
め
に
ク
ロ
セ
村
【
黒
瀬
】
に
出
掛
け
た
。
長
時
間
に
わ
た
る
交
渉
の
後
、

ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
も
し
自
分
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
書
簡
が
得
ら
れ
れ
ば
藩
主
と
会

見
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
と
言
明
し
て
い
る
。
書
簡
の
中
で
そ
れ
に
該
当
す
る
部

分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
…
藩
主
は
、
貴
公
た
ち
が
現
在
占
め
て
い
る
場
所
を
今
後
当
地
に
や
っ
て
来
る

可
能
性
の
あ
る
ロ
シ
ア
艦
艇
の
使
用
に
供
し
、
貴
公
た
ち
が
作
っ
た
構
築
物
は
保
存

し
、
他
の
国
の
艦
艇
に
対
し
て
は
同
地
の
借
用
を
許
可
し
な
い
こ
と
に
同
意
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
礼
に
関
し
て
言
え
ば
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
良
い
の
は
銃

砲
で
、
そ
れ
に
対
す
る
許
可
を
江
戸
か
ら
得
ら
れ
れ
ば
、
藩
主
は
大
い
に
喜
ん
で
受

け
取
る
で
あ
ろ
う
。」

　

四
月
二
一
日
、
大
物
の
役
人
（
藩
で
五
番
目
の
人
物
）
が
や
っ
て
来
て
【
吉
川
内

記
か
。居
込
與
頭
】、ビ
リ
リ
ョ
フ
に
彼
の
知
り
合
い
の
長
崎
奉
行
・
岡
部
駿
河
守【
長

常
】
か
ら
の
書
簡
を
渡
し
た
。
し
か
し
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
書
簡
を
読
む
権
利
は
自

分
に
は
な
い
の
で
書
簡
を
艦
隊
司
令
長
官
に
送
る
と
言
明
し
、
日
本
の
役
人
た
ち
を

が
っ
か
り
さ
せ
た
。
役
人
の
一
人
が
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
、
こ
の
書
簡
は
藩
主
が
江
戸
を

介
し
て
受
け
取
っ
た
も
の
で
、
ロ
シ
ア
人
の
側
の
危
険
性
を
警
告
す
る
内
容
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
「
江
戸
は
我
々
の
側
に
立
っ
て
い
な
い
こ

と
、
岡
部
の
使
者
が
藩
主
の
元
へ
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
事
の
成
功
に
若
干
の
障
害
と

な
る
」
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
事
実
、
岡
部
の
訪
問
に
よ
り
【
実
際
に
は
前
文
も

含
め
て
宗
家
表
目
付
・
小
茂
田
貫
介
が
長
崎
奉
行
・
岡
部
駿
河
守
の
書
簡
を
持
っ
て

帰
着
】
状
況
は
種
々
変
わ
っ
た
。
仁
位
孫
一
郎
の
依
頼
で
開
か
れ
た
ロ
シ
ア
語
学
校

に
生
徒
た
ち
が
来
な
く
な
り
、
学
校
は
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
、
人
夫
た

ち
も
遅
刻
が
目
立
ち
始
め
た
等
で
あ
る
。

　

四
月
二
三
日
、
パ
ス
ハ
（
復
活
大
祭
）
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、
ポ
サ
ド

ニ
ク
号
に
大
名
か
ら
の
贈
り
物
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
日
本
船
が
や
っ
て
き
た
。
同
様

に
、
仁
位
孫
一
郎
か
ら
の
書
簡
を
持
っ
て
き
た
【
こ
の
日
、
仁
位
の
書
簡
と
「
被
成

下
物
」
を
持
ち
平
田
た
ち
が
訪
れ
た
の
は
、「
パ
ス
ハ
」
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

単
に
偶
然
だ
っ
た
ら
し
く
、
士
官
た
ち
が
白
服
の
礼
装
で
あ
っ
た
こ
と
に
逆
に
驚
い

て
い
る
（
幕
末
外
国
関
係
文
書
巻
之
五
二
―
六
九
）】。
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
書
簡
の
内
容

を
理
解
す
る
の
に
四
日
間
か
か
っ
た
。
家
老
【губернатор

仁
位
孫
一
郎
】
は
、
ビ

リ
リ
ョ
フ
の
健
康
を
願
う
と
と
も
に
、
江
戸
か
ら
の
許
可
が
下
り
次
第
、
藩
主
に
大

砲
を
贈
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
四
月
二
八
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
平
田
が
や
っ

て
来
て
そ
の
書
簡
を
読
み
だ
し
た
時
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
そ
の
手
紙
の
中
の
虚
偽
を
指

摘
し
、
も
し
約
束
さ
れ
た
書
簡
を
受
け
取
れ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
ら
公
邸
に

赴
く
、
と
藩
主
に
伝
え
る
よ
う
言
っ
て
、
平
田
を
藩
主
の
元
に
帰
し
た
。
五
月
三
日

平
田
が
戻
っ
て
き
た
が
、
書
簡
は
持
っ
て
来
な
か
っ
た
。

　

五
月
九
日
、
日
本
人
た
ち
は
三
列
の
く
い
で
瀬
戸
を
封
鎖
し
た
の
で
、
水
路
調
査

を
終
え
て
海
か
ら
帰
っ
て
来
た
ロ
シ
ア
の
大
型
ラ
ン
チ
は
瀬
戸
に
入
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。Ｆ
・
Ａ
・
ゲ
ル
ケ
ン
海
軍
大
尉
は
村
か
ら
役
人
を
呼
ぶ
よ
う
命
じ
た
が
、

斧
を
手
に
集
ま
っ
た
群
衆
（
二
〇
〇
人
）
か
ら
大
型
ラ
ン
チ
に
向
け
て
石
が
飛
ん
で

き
た
。
引
き
続
き
日
本
人
た
ち
は
大
型
ラ
ン
チ
に
殺
到
し
た
が
、
空
に
向
け
て
発
射

さ
れ
た
ピ
ス
ト
ル
で
も
っ
て
止
め
ら
れ
た
。
四
人
の
水
兵
が
銃
を
持
っ
て
陸
に
駆
け

上
が
っ
た
と
こ
ろ
、
群
衆
は
一
斉
に
逃
げ
出
し
た
が
、
日
本
人
を
二
名
捕
ま
え
る
こ

と
が
出
来
た
。
暗
く
な
っ
て
ゲ
ル
ケ
ン
を
狙
っ
て
二
度
銃
が
撃
た
れ
た
。

　

翌
日
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
オ
ブ
ノ
コ
シ
【
大
船
越
】
村
へ
大
型
ラ
ン
チ
で
上
陸
部
隊

を
派
遣
し
（
先
任
士
官
セ
ル
コ
フ
大
尉
を
先
頭
に
二
〇
名
）、
二
名
の
役
人
と
一
名

の
兵
士
を
銃
も
ろ
と
も
捕
捉
し
た
（
日
本
式
の
火
縄
銃
二
五
丁
と
日
本
刀
九
本
）。

そ
の
後
村
に
戻
っ
た
住
民
た
ち
は
、
銃
を
撃
っ
た
の
は
役
人
た
ち
で
、
彼
ら
が
石
を

投
げ
る
よ
う
強
制
し
た
と
言
っ
た
。
セ
ル
コ
フ
の
要
求
に
応
じ
て
住
民
た
ち
は
、
七

頭
の
牛
を
売
る
た
め
に
つ
れ
て
き
て
、そ
の
後
、瀬
戸
に
設
け
ら
れ
た
障
害
も
壊
し
た
。

　

大
型
ラ
ン
チ
が
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
戻
っ
て
き
た
時
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
服
従
的
態

（
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度
に
な
っ
た
役
人
た
ち
を
呼
び
出
し
牛
の
代
金
を
支
払
い
、
一
刻
も
早
く
仁
位
孫
一

郎
が
や
っ
て
来
る
よ
う
要
求
し
た
。
五
月
一
二
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
も
と
へ
、
そ
の

第
一
日
本
役
人
ト
ダ
・
ゴ
オ
キ
オ
【
戸
田
惣
右
衛
門　

大
目
付
、
問
情
使
】
と
ト
ク

ツ
ィ
・
ト
コ
イ
ツ
ィ
ロ
【
田
口
徳
一
郎　

眞
文
方
、
筆
談
役
】
が
や
っ
て
来
た
。
戸

田
を
相
手
に
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
す
べ
て
の
問
題
を
迅
速
に
解
決
し
、
役
人
た
ち
を
帰
し

た
が
、
武
器
を
返
却
し
た
の
は
翌
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

五
月
一
六
日
と
一
七
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
仁
位
孫
一
郎
と
新
た
に
会
見
を
し
た
。

仁
位
孫
一
郎
は
、
ロ
シ
ア
人
が
海
軍
根
拠
地
を
確
保
す
る
こ
と
に
藩
主
が
同
意
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
、
こ
の
件
に
つ
い
て
書
簡
を
送
付
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
夕
刻
、

戸
田
が
質
の
悪
い
紙
に
書
か
れ
た
書
簡
を
持
っ
て
き
た
が
、
内
容
は
ま
っ
た
く
別
の

も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
八
六
一
年
五
月
一
八
日
、
対
馬
島
に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
カ
レ
ヴ
ァ
ラ
号
が
到
着
、

い
ろ
い
ろ
な
荷
物
と
郵
便
物
を
運
ん
で
き
た
。
二
〇
日
に
な
っ
て
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
が

い
た
入
り
に
Ｊ
・
ウ
ォ
ー
ド
の
小
艦
隊
、
砲
二
六
門
艦
載
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ア
ク
テ

オ
ン
号
（A

ctaeon

）、
砲
艦
ド
ー
ヴ
号
（D

ove

）
と
レ
ー
ヴ
ェ
ン
号
（Leven

）

が
や
っ
て
来
た
。

　

同
日
、五
月
二
〇
日
に
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
対
馬
当
局
か
ら
公
式
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。

日
本
人
た
ち
は
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
、
こ
の
書
簡
の
内
容
は
、
ロ
シ
ア
人
が
対
馬
に
常
設

海
軍
根
拠
地
を
設
置
す
る
こ
と
と
そ
れ
に
伴
う
土
地
譲
与
、
お
よ
び
島
に
ロ
シ
ア
艦

艇
が
不
在
の
時
は
す
べ
て
の
構
築
物
を
保
存
す
る
こ
と
に
対
す
る
許
可
と
同
意
で
あ

る
と
断
言
し
た
。
同
日
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
同
件
に
付
き
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
宛
に
報
告
書
を

認
め
、
海
軍
根
拠
地
敷
地
の
境
界
を
記
し
た
地
図
を
添
え
た
。
だ
が
、
ビ
リ
リ
ョ
フ

は
書
簡
を
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
送
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。「
書
簡
の
内
容
が
本
当
で
あ

る
か
ど
う
か
の
確
信
」
が
な
い
、
と
い
う
の
は
「
日
本
人
た
ち
は
信
じ
難
い
…
ど
ん

な
人
間
も
日
本
人
よ
り
上
手
に
嘘
を
つ
く
能
力
は
な
い
」
と
い
う
の
だ
。
彼
は
、
も

し
提
示
さ
れ
た
文
書
の
中
に
「
虚
偽
が
あ
っ
た
」
場
合
は
、
新
し
い
書
簡
を
日
本
人

に
要
求
す
る
つ
も
り
だ
と
報
告
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス

艦
艇
の
到
来
は
日
本
人
た
ち
を
心
底
驚
愕
さ
せ
た
が
、
自
分
が
い
る
こ
と
で
彼
ら
を

落
ち
着
か
せ
た
と
伝
え
て
い
る
。「
日
本
人
た
ち
は
、
今
や
子
供
の
よ
う
に
私
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
い
る
が
、
私
は
際
限
な
き
ま
で
に
礼
儀
正
し
く
行
動
す
る
よ
う
に
、

と
彼
ら
を
諭
し
て
い
る
」
と
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
を
彼
は
、
五

月
二
一
日
に
対
馬
を
後
に
し
た
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
カ
レ
ヴ
ァ
ラ
号
に
託
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
士
官
た
ち
と
知
り
合
っ
た
際
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、

ウ
ォ
ー
ド
に
と
っ
て
は
自
分
と
の
出
会
い
は
そ
れ
ほ
ど
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
記
し
て
い
る
。
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
人
は
十
分
意
気
投
合
を
し
た
。
あ
る

時
、
ウ
ォ
ー
ド
が
海
岸
を
散
歩
中
に
四
人
の
日
本
人
に
襲
わ
れ
た
が
、
彼
の
部
下
た

ち
が
叫
び
声
を
聞
き
つ
け
て
直
ち
に
駆
け
つ
け
、
彼
自
身
は
す
ば
や
く
日
本
人
一
人

の
服
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
際
、
服
が
破
れ
、
日
本
人
た
ち
は
逃
げ
た
が
、
刀
が
戦
利

品
と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
の
後
ウ
ォ
ー
ド
は
、
対
馬
に
ロ
シ
ア
人
が
い
る
こ
と
を
イ

ギ
リ
ス
公
使
Ｒ
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
伝
え
な
け
れ
ば
、
と
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
ほ
の
め
か

し
、
出
航
を
急
い
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
薪
を
要
求
し
て
い
た
が
、
日
本
人
た
ち
は
彼
ら
に
激
し
い
憎

し
み
を
抱
い
て
い
た
た
め
、
様
々
な
口
実
を
設
け
て
薪
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

ビ
リ
リ
ョ
フ
は
イ
ギ
リ
ス
艦
艇
に
つ
い
で
に
薪
を
運
ぶ
手
助
け
を
し
、
彼
ら
に
牛
三

頭
と
二
個
の
樫
の
丸
太
の
切
り
株
を
渡
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
ド
は
「
大
喜
び
で
そ
れ
ら

を
受
け
取
っ
た
」。
五
月
二
四
日
、
イ
ギ
リ
ス
艦
艇
は
対
馬
を
離
れ
た
。

　

一
八
六
一
年
五
月
二
六
日
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
対
馬
に
現
れ
た
こ
と

を
知
り
、「
…
対
馬
の
件
は
…
危
機
に
近
づ
い
て
い
る
」と
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
対
馬
島
に
蒸
気
船
「
ク
ア
ン
コ
・
マ
ル
」【
観
光
丸
】

で
長
崎
副
奉
行
【вице-губернатор

】
ナ
ガ
モ
チ
・
カ
ジ
ロ
【
永
持
亨
次
郎
、
長
崎

奉
行
支
配
組
頭
】
が
や
っ
て
来
て
、
ま
ず
ビ
リ
リ
ョ
フ
を
尋
問
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

し
か
し
な
が
ら
、ロ
シ
ア
士
官
は
そ
れ
が
礼
儀
正
し
く
な
い
こ
と
を
彼
に
納
得
さ
せ
、
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日
本
人
の
助
け
を
借
り
て
作
ら
れ
た
炊
事
場
、
鍛
冶
場
、
納
屋
、
診
療
所
な
ど
の
陸

上
施
設
、
そ
し
て
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
を
見
せ
た
後
に
、
一
刻
も
早
く
、

対
馬
藩
主
と
の
面
会
の
場
を
設
け
る
よ
う
求
め
、「
全
世
界
の
安
寧
の
た
め
に
」
水

路
測
量
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
話
し
た
。永
持
が
病
気
に
な
っ
た
時
、

直
ち
に
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
彼
の
も
と
に
医
師
を
派
遣
し
、
そ
の
後
永
持
は
六
月
三
日
に

全
快
し
た
。

　

同
日
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ラ
ズ
ボ
イ
ニ
ク
号
が
到
着
し
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
同
艦
で
、

リ
ハ
チ
ョ
フ
宛
の
秘
密
報
告
書
、
日
本
側
の
書
簡
と
そ
れ
を
翻
訳
し
た
も
の
各
一
通

を
発
送
し
た
。
日
本
人
た
ち
か
ら
受
け
取
っ
た
文
書
に
つ
い
て
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
次
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
…
仁
位
孫
一
郎
の
書
簡
は
、念
入
り
に
翻
訳
し
ま
し
た
が
、私
が
望
ん
だ
と
は
ま
っ

た
く
違
う
こ
と
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
貴

職
に
送
付
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
…
日
本
人
た
ち
が
力
説
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
庇
護
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
地
に
常
設
海
軍
根

拠
地
を
置
く
こ
と
の
提
案
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
の
み
と
関
係
を
持
ち
た
い
と
い
う
希

望
で
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
…
。」
更
に
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
…
日
本
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
去
っ
た
後
お
そ
ろ
し
く
親
切
か
つ
気
配
り
に
満
ち

た
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
た
だ
一
つ
私
が
希
望
す
る
藩
主
訪
問
の
件

に
関
し
て
は
、
役
人
た
ち
は
そ
の
返
答
を
先
延
ば
し
に
す
る
の
に
懸
命
で
し
た
。」

　

一
八
六
一
年
六
月
の
始
め
に
、
永
持
亨
次
郎
を
応
接
か
ら
退
け
た
高
位
の
役
人
小

栗
豊
後
守
が
江
戸
か
ら
や
っ
て
来
た
。
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
小
栗
と
二
度
（
六
月
五
日
と

一
〇
日
）
会
見
し
た
が
、
そ
の
結
果
理
解
し
た
こ
と
は
、
こ
の
人
物
は
「
確
か
に
愚

か
な
人
間
で
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
日
本
の
す
べ
て
と
同
様
に
、
言
う
こ
と

は
信
用
で
き
ず
狡
猾
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
六
月
一
三
日
の
会
見
の
際

小
栗
は
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
、
六
月
二
〇
日
に
藩
主
が
ロ
シ
ア
士
官
を
受
け
入
れ
る
よ
う

努
力
す
る
と
伝
え
た
。
同
日
夕
刻
対
馬
に
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ガ
イ
ダ
マ
ー
ク
号
が
到
着

し
た
（
艦
長
は
Ａ
・
Ａ
・
ペ
シ
ュ
チ
ュ
ロ
フ
）。
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
自
ら
の
藩
主
訪

問
を
然
る
べ
き
や
り
方
で
保
証
し
、
府
中
に
ロ
シ
ア
国
旗
を
翻
す
た
め
に
、
ク
リ
ッ

パ
ー
艦
の
出
航
を
差
し
止
め
た
。

　

六
月
一
六
日
、
小
栗
を
頭
に
帝
国
の
役
人
た
ち
は
蒸
気
船
観
光
丸
で
長
崎
に
向

か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
対
馬
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
の
活
動
に
つ
い

て
の
詳
細
な
情
報
は
、
じ
き
に
日
本
政
府
に
報
告
さ
れ
た
。

　

六
月
二
〇
日
、
二
隻
の
ロ
シ
ア
艦
が
府
中
に
向
け
て
出
発
し
、
府
中
で
彼
を
む
か

え
た
の
は
家
老
・
仁
位
孫
一
郎
で
あ
っ
た
。
後
に
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
…
日
本
人
た
ち
は
市
中
で
私
の
た
め
に
良
い
藩
主
邸
を

用
意
し
て
く
れ
、
私
は
そ
の
日
の
う
ち
に
そ
こ
へ
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
か
ら
移
動
し
ま
し

た
。
こ
の
家
を
日
本
人
は
完
全
に
私
の
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
我
々
ロ
シ
ア

人
た
ち
が
、
府
中
に
測
量
や
そ
の
他
の
用
件
で
行
っ
た
と
し
て
も
、
家
は
い
つ
も
そ

の
ロ
シ
ア
人
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
よ
う
、
私
は
条
件
を
付
け
た
の
で
す
。
家
は
、

良
い
場
所
に
あ
り
、
波
止
場
［
へ
も
］
近
く
で
す
。」

　

六
月
二
一
日
、
籠
に
乗
っ
た
ビ
リ
リ
ョ
フ
と
ペ
シ
ュ
チ
ュ
ロ
フ
、
両
艦
の
士
官
た

ち
（
彼
ら
は
馬
に
乗
っ
て
移
動
）
は
、
ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
先

頭
に
立
っ
て
進
む
護
衛
兵
二
個
小
隊
（
四
〇
人
）
に
守
ら
れ
、
藩
邸
に
到
着
し
た
。

そ
こ
で
は
槍
、
矢
、
火
縄
銃
で
武
装
し
た
警
備
兵
が
整
列
し
て
い
た
。
訪
問
の
様
子

に
つ
い
て
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
…
家
の
中
に
入
る
と
我
々
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
脇
の
部
屋
に
通
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
こ
か
ら
は
、
す
ぐ
に
、
我
々
に
同
行
し
て
い
た
役
人
た
ち
が
全
員
座
し
て
い

る
の
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
我
々
は
大
き
な
広
間
に
通
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
奥
に
は
藩
主
が
肘
掛
け
椅
子
に
座
っ
て
お
り
、
両
脇
に
大
役
人
た
ち
が
活
人
画
の

集
ま
り
の
よ
う
に
、
頭
を
た
れ
て
立
っ
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
が
、
特
に
藩
主
は
蝋

人
形
の
よ
う
に
び
く
と
も
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
我
々
が
近
づ
く
と
彼
は
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
我
々
は
彼
と
握
手
し
た
後
、
彼
の
真
向
か
い
に
あ
る
小
さ
な
腰
掛
け
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に
座
っ
た
の
で
す
。

　

仁
位
孫
一
郎
、
戸
田
、
平
田
は
我
々
の
周
り
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
藩
主
は
改
め

て
腰
を
下
ろ
し
、
別
れ
の
時
ま
で
再
び
微
動
だ
に
せ
ず
、
お
そ
ら
く
、
歓
迎
の
挨
拶

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
何
か
を
自
分
の
第
一
役
人
に
囁
い
た
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は

藩
主
の
代
わ
り
に
役
人
た
ち
が
、
あ
た
か
も
藩
主
の
目
を
見
て
返
答
を
推
測
し
た
か

の
ご
と
く
答
え
た
の
で
し
た
。
こ
の
独
特
な
訪
問
は
十
分
足
ら
ず
で
終
わ
り
、
藩
主

は
別
れ
際
に
我
々
と
再
び
握
手
を
し
、
お
付
き
の
者
を
従
え
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
屋
敷

を
出
ま
し
た
…
。」

　

一
八
六
一
年
六
月
二
二
日
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
宛
て
た
秘
密
報
告
書

の
中
で
、
確
か
に
、
こ
の
訪
問
は
「
目
に
見
え
る
成
果
は
も
た
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
間
違
い
な
く
将
来
に
向
か
う
大
き
な
第
一
歩
で
す
。
日
本
で
最
初
に
何
か
す
る

と
い
う
の
は
難
し
い
の
で
す
。
し
か
し
日
本
人
は
い
っ
た
ん
決
意
し
た
ら
相
当
な
る

勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
…
に
喜
ん
で
従
っ
て
い
ま
す
」
と
伝
え
て

い
る
。
彼
は
ま
た
、
藩
主
の
側
近
の
役
人
が
、
藩
主
は
実
際
の
こ
と
は
何
も
知
ら
ず
、

す
べ
て
は
第
一
大
臣
【первы

й 
министр 

家
老
か
】
が
決
定
し
て
い
る
、
と
記
し

て
い
る
。
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
更
な
る
交
渉
の
た
め
に
藩
主
の
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
へ
の
来
訪

に
つ
い
て
彼
と
合
意
を
し
て
い
る
。
報
告
書
の
最
後
で
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
「
我
々
と
日
本
人
と
の
関
係
は
今
ま
で
と
同
様
に
極
め
て
友
好
的
で
、
我
々
の
艦

艇
は
島
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
で
、
歓
迎
さ
れ
、
も
て
な
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ゲ
ル
ケ
ン
海
軍
大
尉
が
夜
営
を
す
る
際
に
は
い
つ
も
最
良
の
家
が
宛
わ
れ
、
良

い
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
代
金
は
支
払
っ
て
で
は
あ
り
ま
す 

が
…
。」

　

六
月
二
二
日
付
の
報
告
書
の
中
で
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
対
馬
に
お
け
る
現
在
ま
で

の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
「
…
常
設
の
海
軍
根
拠
地
を
こ
こ
に
確
保
す
る
権
利
は
簡
単
に
得
ら
れ
る
も
の
と

私
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
更
に
そ
れ
以
上
の
何
か
を
願
っ
て
も
悪
く
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
で
は
私
を
取
り
巻
く
環
境
は
十
分
良
い
。
私
は
こ

こ
で
は
信
用
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
少
し
は
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
［
太
字

と
傍
線
は
筆
者
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
・
ス
ミ
ル
ノ
フ
］
…
今
や
事
は
良
い
状
態
に
あ
る
と

私
に
は
思
え
ま
す
し
、
私
が
以
前
心
配
し
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
日
本
人
が
イ

ギ
リ
ス
人
に
対
し
て
抗
議
の
声
を
上
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
は
も
は
や
想
定

で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。」

　

ビ
リ
リ
ョ
フ
の
こ
の
報
告
書
と
書
簡
を
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
六
月
二
七
日
に
ク
リ
ッ

パ
ー
艦
ガ
イ
ダ
マ
ー
ク
号
か
ら
受
け
取
っ
た
。
こ
の
時
期
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
沿
海
州

総
督
・
海
軍
少
将
Ｐ
・
Ｖ
・
カ
ザ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
リ

ハ
チ
ョ
フ
は
日
記
の
中
で
「
…
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
舞
い
上
が
っ
て
い
る
【
原
文
は“in 

high 
spirits”

】
よ
う
だ
。
だ
が
、
い
つ
ま
で
長
続
き
す
る
も
の
や
ら
」
と
記
し
て

い
る
。

　

一
八
六
一
年
の
七
月
か
ら
八
月
の
前
半
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
「
専
ら
島
の
測
量
に
従

事
」
し
、
さ
ら
に
、
水
路
調
査
の
た
め
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
乗
り
、
自
ら
一
週
間
海

上
に
出
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
対
馬
の
測
量
は
終
了
し
、
島
の
地
図
が
作
成

さ
れ
た
。
ま
た
、
海
軍
根
拠
地
の
た
め
の
建
物
の
建
設
も
完
了
し
た
。
八
月
一
七
日
、

ビ
リ
リ
ョ
フ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
「
…
我
々
と
日
本
人
と
の
関
係
は
極
め
て
友
好
的
で

す
。
我
々
は
、
こ
こ
で
は
親
切
と
歓
待
以
外
に
見
る
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
…
」

と
伝
え
て
い
る
。

　

一
八
六
一
年
七
月
二
七
日
、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
秘
密
の
書
簡
を

送
り
、
そ
の
中
で
彼
は
、
ロ
シ
ア
軍
艦
が
破
損
箇
所
の
修
理
に
着
手
し
な
い
ま
ま
対

馬
に
長
期
間
滞
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
日
本
政
府
は
、
同
艦
を
近
く
の
港
に
移

動
さ
せ
る
よ
う
提
言
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
ロ
シ
ア
人
の
意

図
に
他
意
は
な
い
こ
と
を
日
本
人
が
疑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
彼
ら
が
頼
ん
で
い
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
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お
そ
ら
く
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
が
対
馬
島
に
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
を
派
遣

し
た
の
は
、こ
の
書
簡
を
受
け
取
る
前
と
思
わ
れ
る
。同
艦
艦
長
海
軍
少
佐
Ｐ
・
Ａ
・

セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
は
艦
隊
司
令
長
官
の
秘
密
書
簡
を
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
渡
し
て
い
る
。
こ

の
書
簡
の
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
対
馬
に
関
し
て
の
主
た
る
諸
目
的
を
再
度
確
認
し

て
い
る
。

　
「
一
．
我
々
に
と
っ
て
何
よ
り
も
不
可
欠
な
こ
と
は
、
対
馬
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

た
ち
を
退
去
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
．
出
来
る
だ
け
我
々
の
根
拠
地
を
強
化
す
る

こ
と
…
我
々
の
元
に
あ
る
場
所
を
購
入
し
、
現
存
の
建
物
を
拡
張
す
る
か
、
新
し
い

も
の
を
建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。」

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
対
馬
当
局
か
ら
別
の
行
動
を
引
き
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
そ
の
行
動
に
つ
い
て
「
江
戸
お
よ
び
大
君
の
政
府
に
知
ら
せ
る
必
要
は

ま
っ
た
く
な
い
。
同
件
は
、
す
べ
て
、
藩
主
と
そ
の
政
府
の
私
的
な
事
柄
で
、
大
君

が
介
入
す
べ
き
余
地
は
何
も
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
み
な
し
て
い
た
。

　

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
対
馬
の
人
た
ち
に
、「
ロ
シ
ア
政
府
に
対
す
る
直
接
的
で
非
常

に
親
し
い
関
係
は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
利
益
以
外
の
何
物
を
も
引
き
出

さ
な
す
も
の
で
は
な
い
…
」
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
見
な
し
て
い

た
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
ま
た
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
を
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
も

と
に
向
か
わ
せ
た
。
水
路
測
量
作
業
の
遂
行
お
よ
び
彼
へ
の
可
能
な
限
り
の
協
力
の

た
め
で
あ
る
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
が
一
時
的
に
島
を
後
に
し
、
今
後
の

行
動
に
つ
い
て
私
的
に
相
談
す
る
た
め
、
箱
館
に
い
る
自
分
の
も
と
に
、
九
月
一
五

日
頃
、
到
着
で
き
る
よ
う
求
め
た
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
書
簡
を
締
め
括
る
に
あ
た
っ
て

以
下
の
こ
と
を
再
度
繰
り
返
し
て
い
る
。

　
「
…
貴
下
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
我
が
国
政
府
の
要
望
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
出

来
る
だ
け
確
と
し
た
足
場
を
島
に
築
く
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
際
、
そ
の
こ
と

が
決
し
て
日
本
政
府
と
の
友
好
的
な
関
係
の
断
絶
、
も
し
く
は
、
冷
却
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
も
求
め
て
い
る
。」

　

八
月
一
二
日
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
で
カ
ザ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
リ

ハ
チ
ョ
フ
が
「
海
軍
少
将
」
の
身
分
を
受
け
た
こ
と
を
祝
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
リ

ハ
チ
ョ
フ
は
海
軍
省
長
官
Ｎ
・
Ｋ
・
ク
ラ
ッ
ベ
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
の
帰
還
許
可

を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
極
東
に
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
日

本（
つ
ま
り
、対
馬
）に
お
け
る
我
々
の
一
件
が
い
っ
た
い
ど
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
」
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
ロ
シ
ア
へ
は
、
後
日
上
海
経
由
で

帰
る
、
と
の
決
断
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
Ｒ
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
日
本
の
外
国
奉
行

と
長
時
間
の
会
見
を
行
い
、
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
提
督
Ｊ
・
ホ
ー
プ
と
公
使
館

書
記
官
Ｌ
・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
が
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
砲
艦
リ
ン
グ

ド
ー
ヴ
（Ringdove

）
に
護
衛
さ
れ
対
馬
に
向
か
っ
た
。
日
本
人
た
ち
は
イ
ギ
リ

ス
人
の
島
へ
の
上
陸
に
好
意
的
で
な
か
っ
た
が
、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
は
大
胆
、
か
つ
、

執
拗
さ
を
発
揮
し
、
土
地
の
役
人
か
ら
ロ
シ
ア
軍
艦
が
対
馬
に
い
る
こ
と
を
無
理
や

り
聞
き
出
し
た
。
長
い
間
の
捜
索
の
後
、
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
が
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
に
発

見
さ
れ
た
の
は
八
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
ビ
リ
リ
ョ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
提
督
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
に
建
物
や
施
設
を
見
せ
た
が
、
Ｊ
・
ホ
ー
プ
の

書
簡
に
対
す
る
返
書
の
中
で
、
島
を
占
領
せ
よ
と
の
命
令
は
何
ら
受
け
て
い
な
い
と

伝
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ホ
ー
プ
は
北
に
向
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
提
督
を
探
す
た

め
で
あ
る
。

　

海
軍
大
尉
Ｆ
・
Ａ
・
ゲ
ル
ケ
ン
を
乗
せ
対
馬
に
到
着
し
た
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
オ
プ
リ

チ
ニ
ク
号
は
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
に
よ
り
壱
岐
島
の
測
量
・
海
図
作
成
に
派
遣
さ
れ
、
一

八
六
一
年
八
月
二
三
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
測
量
に
従
事
し
た
。
島
の
役
人
は
ロ
シ

ア
海
軍
軍
人
に
親
切
で
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
に
薪
を
供
給
し
た
。
一
八
六
一
年
九
月
二

日
、
対
馬
に
戻
っ
た
後
、【
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
艦
長
の
】
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
は
ビ
リ
リ
ョ

フ
に
、
近
隣
の
島
々
を
含
め
た
壱
岐
島
の
地
図
、（
壱
岐
島
の
西
側
に
あ
る
）
入
り

江
コ
ジ
【
加
志
之
浦
】
の
地
図
、
お
よ
び
壱
岐
島
の
地
図
に
添
え
ら
れ
た
何
枚
か
の
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絵
図
を
提
出
し
た
。

　

一
八
六
一
年
九
月
六
（
一
八
）
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
湾
に
到
着
、

同
地
で
、
八
月
二
四
―
二
五
日
に
同
地
に
滞
在
し
た
ホ
ー
プ
の
書
簡
を
見
つ
け
た
。

ホ
ー
プ
の
書
簡
は
、
ロ
シ
ア
人
海
軍
軍
人
に
よ
る
対
馬
島
岸
の
地
所
の
確
保
に
対
す

る
抗
議
が
書
か
れ
て
い
た
。
ホ
ー
プ
は
、
箱
館
到
着
後
、
書
簡
の
写
し
を
ゴ
シ
ケ
ー

ヴ
ィ
チ
領
事
に
手
渡
し
、
対
馬
で
の
出
来
事
を
箱
館
奉
行
Ｍ
・
淡
路
守
（
村
垣
淡
路

守
）
に
告
げ
た
。

　

状
況
分
析
を
す
る
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
も
し
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
が
江
戸
に
残
っ

て
同
地
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
「
す
べ
て
の
欺
瞞
行
為
と
振
る
舞
い
」
を
注
視
し
て
い
た

な
ら
、
対
馬
事
案
の
挫
折
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
今
や
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
重
要
な
事
案
を
お
そ
ら
く
イ
ギ
リ
ス
人
ど
も
の
益
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
こ
と

の
み
で
あ
る
…
イ
ギ
リ
ス
人
ど
も
の
側
か
ら
の
轟
々
の
大
叫
声
と
が
ん
が
ん
の
抗
議

の
声
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
が

国
の
外
務
省
は
、
当
然
、
何
と
し
て
で
も
事
を
揉
み
消
す
こ
と
を
急
ぐ
で
あ
ろ
う
」

と
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
日
記
の
中
で
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

彼
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
も
し
行
動
許
可
を
一
八
六
〇
年
の
一
二
月
で
は
な
く

六
月
に
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、「
中
国
で
の
戦
争
の
轟
き
に
合
わ
せ
て
」、
何
か
な
し

得
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
対
馬
事
案
の
良
い
解
決
を
妨
げ

た
の
は
、
外
務
省
側
か
ら
の
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
あ
る
い
は
彼
（
リ
ハ
チ
ョ
フ
）
に
対

す
る
訓
令
と
全
権
付
与
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
が
あ
れ
ば
冬
に
江
戸

で
行
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
考
え
る
と
こ
ろ

で
は
、
協
力
が
足
り
な
か
っ
た
と
し
て
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
一
八
六
一
年
の
九
月
の
段
階
で
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
一
言
も
何
も
聞
い
て
い
な
い
、
第
二
に
、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は

「
こ
の
よ
う
な
場
合
に
要
求
さ
れ
る
政
治
的
役
割
を
果
た
す
だ
け
の
能
力
は
ま
っ
た

く
な
い
」
人
間
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
も
し
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
が
幾
ら
か
の
間
で
も
江
戸

に
留
ま
っ
て
、
そ
し
て
、
も
し
彼
に
こ
の
事
案
の
動
向
を
注
意
深
く
追
う
気
持
と
能

力
が
あ
っ
た
ら
、
対
馬
問
題
に
対
す
る
日
本
人
の
見
解
を
十
分
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
最
後
に
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
間
違
い
の
一
つ
と
し

て
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
上
層
部
が
、
対
馬
に
関
し
て
、
絶
え
ざ
る
監
視
を
要
求
し
た

命
令
を
自
分
に
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
後
全
艦
隊
と
共
に
カ
ザ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の

直
接
の
司
令
下
に
入
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
私
は
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
能
力
と
機
敏
さ
の
み
を
支
え
と
し
て
、
成
功
へ
の
極
め

て
僅
か
な
希
望
を
持
っ
て
事
に
当
た
っ
た
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
自
分
の
幸
運
と
万

に
一
つ
の
可
能
性
に
期
待
し
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
も
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
私
に
指
示
さ

れ
た
や
り
方
で
は
何
も
成
し
得
な
い
。
も
し
可
能
で
あ
る
の
な
ら
、
私
が
最
初
に
提

案
し
た
よ
う
に
、
外
交
交
渉
と
い
う
や
り
方
で
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

を
九
月
一
四
日
に
（
一
週
間
後
に
あ
た
る
）
記
す
こ
と
と
し
た
が
、
未
だ
冷
静
な
状

態
に
な
れ
な
い
で
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
私
は
自
分
の
将
来
を
す
べ
て
失
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
私
に
と
っ
て
い
か
に
高
く
付
く
も
の
と
な
ろ
う

が
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
い
か
に
重
大
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
事
を
収
め
る
べ

き
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
…
」
こ
の
よ
う
に
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
自
分
の
日
記

に
腹
立
た
し
げ
に
書
い
て
い
る
。

　

九
月
九
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
が
既
に
箱
館
に
い
る
時
、
あ
る
新
聞
に
は
、
ロ
シ
ア
軍

人
の
対
馬
島
滞
在
に
関
し
、
い
い
加
減
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
一
方
、
民
衆
の
間
に

は
、「
あ
た
か
も
、
対
馬
に
対
す
る
ロ
シ
ア
人
の
攻
撃
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
三
〇

〇
―
四
〇
〇
門
も
の
大
砲
を
対
馬
公
か
ら
奪
い
取
っ
た
と
い
う
、
対
馬
公
の
報
告
文

書
が
出
さ
れ
た
、
か
の
よ
う
な
…
」
馬
鹿
げ
た
文
書
が
出
回
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
、
日
本
人
は
ず
っ
と
前
か
ら
ロ
シ
ア
艦
艇
を
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対
馬
島
か
ら
退
去
さ
せ
る
よ
う
懇
願
し
て
い
る
、
も
う
じ
き
江
戸
か
ら
「
外
国
奉
行
」

の
一
人
が
や
っ
て
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
、
と
伝
え
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
リ
ハ

チ
ョ
フ
は
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
、
今
す
ぐ
に
も
箱
館
奉
行
を
迎
え
に
遣
り
、
ロ
シ
ア

艦
艇
を
呼
び
戻
す
べ
く
、
た
だ
ち
に
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ア
ブ
レ
ク
号
を
派
遣
す
る
旨
言

明
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
九
月
一
〇
（
二
二
）
日
ロ
シ
ア
領
事
館
に
奉
行
・
淡
路
守

が
や
っ
て
来
た
が
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
提
案
に
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
だ
。
奉
行
は
ア
ブ
レ

ク
号
で
役
人
を
二
名
派
遣
し
た
い
と
要
請
し
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
そ
れ
に
同
意
し
た
。

こ
の
日
の
日
記
の
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
…
当
地
で
は
対
馬
事
件
に
つ
い
て
知
ら
な
い
よ
う
な
者
は
誰
一
人
い
な
い
ば
か

り
か
、
巷
で
は
こ
の
話
で
持
ち
き
り
で
あ
る
…
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
他
に

ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
と
い
う
の
か
？
」

  

一
八
六
一
日
九
月
一
一
（
二
三
）
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
ホ
ー
プ
提
督
に
返
書
を

書
く
。
同
日
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ア
ブ
レ
ク
号
は
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号

艦
長
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
に
対
す
る
、
対
馬
を
放
棄
し
、
上
海
に
向
か
う
旨
の
命
令
書
を

乗
せ
、
対
馬
島
に
向
け
出
港
し
た
。

　

一
八
六
一
年
九
月
一
二
（
二
四
）
日
、
箱
館
奉
行
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
、
日
本
人
は

イ
ギ
リ
ス
人
に
帝
国
の
す
べ
て
の
海
岸
の
測
量
・
海
図
作
成
を
許
可
し
た
こ
と
、
そ

の
際
イ
ギ
リ
ス
艦
艇
に
数
名
の
日
本
人
が
派
遣
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
伝
え
た
。

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
そ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
行
う
で
あ
ろ
う
と
同
じ
こ
と
が
ロ

シ
ア
人
に
は
許
可
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
同
意
で
き
な
い
と
返
答
し
た
。
様
々

な
言
い
訳
を
し
た
後
、
奉
行
【
村
垣
】
淡
路
守
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
江
戸
に
書

簡
を
認
め
る
と
約
束
し
た
。

　

九
月
一
五
（
二
七
）
日
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
で
箱
館
に
到
着
し
た

ビ
リ
リ
ョ
フ
と
対
馬
案
件
を
協
議
し
た
。同
日
ア
ブ
レ
ク
号
は
対
馬
島
に
到
着
し
た
。

　

対
馬
を
離
れ
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
で
上
海
に
向
か
う
よ
う
に
と
の
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
命

令
は
、
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
に
と
っ
て
お
よ
そ
思
い
も
か
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

九
月
一
六
日
、
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
は
日
本
人
た
ち
と
精
算
を
行
っ
た
。
長
崎
副
奉
行

ナ
カ
ダ
イ
【
中
台
信
太
郎
、
長
崎
奉
行
支
配
組
頭
】
は
、
芋
崎
に
残
さ
れ
て
い
る
す

べ
て
の
備
蓄
品
と
建
物
は
日
本
人
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
確
約
し
た
。
家
老
・
仁
位
孫
一
郎
は
中
台
の
命
令
に
よ
り
、
そ
の
件
に
つ
い
て
の

確
約
書
を
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
に
送
っ
て
寄
越
し
た
。
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
に

こ
の
確
約
書
、
お
よ
び
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
が
長
崎
か
ら
取
り
寄
せ
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ア

ブ
レ
ク
号
上
で
支
払
い
を
済
ま
せ
た
様
々
な
備
蓄
品
と
石
炭
を
「
引
き
渡
し
要
求
」

が
あ
る
ま
で
対
馬
に
保
全
し
て
お
く
と
い
う
中
台
の
保
証
書
を
リ
ハ
チ
ョ
フ
に
発
送

し
た
。
そ
れ
以
外
に
、
島
に
残
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ア
ブ
レ
ク
号
の
乗
組
員
、

家
の
見
取
り
図
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
日
本
に
つ
い
て
の
本
も
含
ま
れ
て
い
た

ビ
リ
リ
ョ
フ
の
持
ち
物
、
さ
ら
に
、
家
畜
た
ち
も
箱
館
に
移
送
さ
れ
た
。

　

九
月
一
七
日
、
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
は
上
海
へ
、
ア
ブ
レ
ク
号
は
箱
館
へ
そ
れ
ぞ
れ

出
航
し
、
ア
ブ
レ
ク
号
は
二
一
日
に
箱
館
に
到
着
し
た
。

　

ビ
リ
リ
ョ
フ
に
宛
て
た
私
的
書
簡
の
中
で
、
セ
リ
ヴ
ァ
ノ
フ
は
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。

　
「
…
私
は
当
地
の
日
本
人
た
ち
と
別
れ
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
そ
う
書
い

た
の
は
、
故
国
の
人
々
と
は
、
別
れ
の
挨
拶
な
る
も
の
は
、
か
つ
て
、
お
そ
ら
く
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
日
本
人
た
ち
が
見
せ
た
態
度
は
、
う
そ
偽
り
だ
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
偽
り
の
な
い
友
情
の
気
持
だ
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一

見
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
我
々
と
の
別
離
を
惜
し
む
気
持
に
は
偽
り
の
な
い
も
の
だ
っ

た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
個
人
的
に
は
私
は
彼
ら
が
実
に
大
好
き
で

す
…
」

　

一
八
六
一
年
九
月
二
二
日
、
奉
行
淡
路
守
は
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
と
こ

ろ
に
対
馬
島
の
ロ
シ
ア
の
建
築
物
を
日
本
政
府
に
引
き
渡
す
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、

贈
与
し
て
く
れ
な
い
か
と
頼
み
に
や
っ
て
き
た
。
長
い
交
渉
の
末
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
と

ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
が
必
要
な
場
合
は
返
却
す
る
と
の
条
件
付
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で
引
き
渡
す
【
傍
線
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
日
記
の
マ
マ
。
原
典
で
は
下
線
。】
こ
と
に
同

意
し
た
。

　

九
月
二
七
日
（
一
〇
月
九
日
）、
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
と
こ
ろ
に
、
副
奉
行
コ
ヴ
ァ

ジ
【
河
津
三
郎
太
郎
（
祐
邦
）、
箱
館
奉
行
支
配
組
頭
】
が
、
対
馬
に
ロ
シ
ア
艦
が

逗
留
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
抗
議
す
る
文
書
が
江
戸
か
ら
届
い
た
と
の
知
ら
せ
を

持
っ
て
や
っ
て
き
た
。

　

一
八
六
一
年
一
〇
月
一
二
（
二
四
）
日
、
海
軍
提
督
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
箱
館
に
逗

留
し
て
い
た
自
分
の
艦
隊
の
す
べ
て
の
艦
艇
を
巡
見
し
、
別
れ
を
告
げ
、
翌
日
蒸
気

船
ア
デ
ン
（A

den

）
号
で
ロ
シ
ア
に
向
け
て
出
発
し
た
。

　

一
二
月
六
日
、
彼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
帰
る
途
中
の
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
と
出
会
っ
た
。
彼
ら
は
帰
途
を
共
に
し
、
長
い

間
お
互
い
に
話
し
を
交
わ
し
た
。

　

一
二
月
一
〇
日
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
、
大
公
は
リ
ハ
チ
ョ
フ
と
、
そ
し
て
そ
の
後

で
は
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
Ｎ
・
Ｐ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
（
前
駐
中
国
公
使
）
と
対
馬

事
案
に
つ
い
て
話
し
た
。
こ
の
間
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
回
答
書
を
作
成
し
、
そ
れ
は
海

軍
元
帥
【
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
】
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
彼
は
、
対
馬
島
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
立
場
強
化
の
た
め
に
為
さ
れ
た
す
べ
て
を
手

短
に
述
べ
、
ビ
リ
リ
ョ
フ
の
寄
与
を
高
く
評
価
し
た
。
結
論
と
し
て
最
後
に
、
リ
ハ

チ
ョ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
…
我
々
と
日
本
人
た
ち
と
の
関
係
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
、
友
好
的
か
つ
誠
意

の
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
［
太
字
と
傍
線
は
筆
者
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
・
ス
ミ
ル
ノ

フ
］。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
の
対
馬
か
ら
の
退
去
は
、
心
か
ら
の
友
情
と

哀
惜
を
伴
っ
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
友
情
と
誠
意
に
充
ち
た
こ
の
関
係

は
、
も
ち
ろ
ん
、
何
ら
直
接
的
な
利
害
と
効
用
を
我
々
に
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
に
お
い
て
、
真
に
我
が
国
益
を
体
現
す
る
も
の
を
持
た
な
く
な
っ
た

我
々
は
、
近
い
将
来
、
我
々
の
国
民
的
愛
国
心
に
と
り
、
遥
か
に
耐
え
難
い
侮
辱
に

遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
究
極
的
手
段
に
訴
え
る
こ
と
に
踏
み
切
ら
な
け
れ
ば
、

必
ず
や
、
そ
の
屈
辱
を
従
順
に
耐
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
も
し
大
君
の
府
【двор Тайкуна

】
の
元
に
公
使
が
派
遣
さ
れ
、
我
が
国
の
政

府
が
日
本
と
条
約
を
結
ん
で
い
る
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
国
と
同
等
の
立
場
を
持

つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
対
馬
問
題
は
、
何
ら
の
希
望
も
な
く
抛
擲
さ
れ
、
埋
没
し
て
し

ま
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
対
馬
問
題
は
、
単
に
、
数
多
く
の
問
題
の
中

の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
我
が
国
と
日
本
と
い
う
隣
り

合
う
大
国
の
間
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
、
し
か
も
そ
の
好
ま
し
い
解
決
方

法
は
、
多
く
の
場
合
、
好
都
合
な
時
期
を
選
択
す
る
こ
と
が
決
定
打
と
な
る
よ
う
な
、

そ
の
よ
う
な
問
題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
…
。」

　

一
八
六
一
年
一
二
月
一
五
日
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
回
答
書
は
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
に
渡
さ
れ

た
。
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
は
そ
れ
を
元
に
、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
会
議
提
出
す
る
た
め
の

覚
え
書
を
作
成
し
た
。
数
日
後
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
皇
帝
に
召
喚
さ
れ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
二
世
は
、
は
っ
き
り
と
答
え
よ
と
命
じ
、
次
の
よ
う
に
下
問
し
た
。
対
馬
問
題

の
重
要
性
は
、「
こ
の
問
題
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
争
い
、
断
絶
に
至
る
危
険
を
犯

す
ほ
ど
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
戦
争
に
ま
で
い
た
る
ほ
ど
、
重
大
な
も
の
か
」
と
。

リ
ハ
チ
ョ
フ
は
否
定
し
た
。

　

一
二
月
二
二
日
、
大
公
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
の
元
で
、
イ
グ
ナ

チ
エ
フ
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
、
お
よ
び
海
軍
少
将
Ａ
・
Ａ
・
ポ
ポ
フ
が
同
席
し
、
日
本
事

案
に
関
す
る
「
予
備
会
議
」
が
行
わ
れ
た
。
翌
日
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
臨
席

の
元
に
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
と
ポ
ポ
フ
を
呼
び
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の
会
議
が
行
わ
れ
た
。

対
馬
問
題
を
討
議
し
た
際
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
と
外
務
大

臣
Ａ
・
Ｂ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
と
の
間
に
「
激
論
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
二
世
は
、「
成
功
裡
に
始
め
ら
れ
た
こ
の
事
案
は
、
今
後
状
況
が
許
し
た
時

に
利
用
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
捨
て
置
く
べ
き
で
な
い
」
と
決
裁
し
、
自
分
の
弟

（
大
公
）
の
側
に
立
っ
た
。
大
公
は
さ
ら
に
、
江
戸
へ
の
ロ
シ
ア
代
表
部
に
つ
い
て
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の
問
題
も
提
起
し
、
こ
の
件
で
も
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
と
激
論
を
闘
わ
し
た
。
皇
帝
は
大

公
に
腹
案
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
後
で
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ

ヴ
ィ
チ
は
候
補
者
と
し
て
海
軍
大
佐
Ｓ
・
Ｓ
・
レ
ソ
フ
ス
キ
ー
を
推
挙
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
派
遣
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

一
八
六
二
年
一
月
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
一
八
六
一
年
一
〇
月
二
二
（
一
〇
）
日
付

け
の
芝
罘
発
の
ホ
ー
プ
提
督
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
コ
ル
ベ
ッ
ト

艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
の
任
務
変
更
に
対
し
満
足
の
意
が
表
明
さ
れ
、
対
馬
で
の
彼
が
ど

う
行
動
す
る
か
の
判
断
は
「
日
本
政
府
の
完
全
な
る
同
意
」
を
得
て
行
わ
れ
た
旨
、

知
ら
せ
て
き
た
。

　

極
東
に
派
遣
さ
れ
た
ロ
シ
ア
艦
隊
司
令
長
官
、
海
軍
少
将
Ａ
・
Ａ
・
ポ
ポ
フ
は
、

一
八
六
二
年
五
月
六
日
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ア
ブ
レ
ク
号
か
ら
、
海
軍
元
帥
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
「
箱
館
に
向
か
う
途
中
で
私
は
対
馬
島
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、侍
従
武
官
ビ
リ
ュ

レ
フ
【
マ
マ
】
氏
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
建
物
は
す
べ
て
、
日
本
人
に
よ
り
取
り
壊

さ
れ
て
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
兵
舎
の
横
の
石
畳
の
道
や
風
呂
の
あ
っ
た
場
所
の

幾
ら
か
の
石
を
除
い
て
、
そ
の
形
跡
さ
え
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
で
は
、
我
々

と
関
係
を
持
つ
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
我
々
に
何
も
売
ろ
う

と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
が
こ
こ
に
滞
在
し

て
時
に
い
た
役
人
た
ち
は
全
員
府
中
に
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
…
。」

　

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
の
対
馬
島
に
お
け
る
仕
事
の
直
接
の
成
果
は
、
一
八
六
二

年
、
海
軍
省
水
路
局
で
発
行
さ
れ
た
同
島
の
地
図
で
あ
る
。

　

同
じ
年
、
対
馬
を
最
後
に
離
れ
た
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
が
行
方
不
明

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
八
六
一
年
一
〇
月
三
一
日
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号

は
上
海
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
向
け
て
出
発
し
、経
由
地
の
バ
タ
ビ
ヤ（
現
ジ
ャ

カ
ル
タ
）
を
一
二
月
一
〇
日
に
後
に
し
て
い
る
。
海
軍
省
の
公
式
見
解
に
よ
れ
ば
、

乗
組
員
九
五
名
を
乗
せ
た
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
は
、
お
そ
ら
く
ス
ン
ダ
海
峡
か
ら
喜
望
峰

岬
に
向
か
う
途
中
で
暴
風
雨
の
中
心
に
遭
遇
し
沈
没
し
た
。
オ
プ
リ
チ
ニ
ク
号
の
沈

没
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
爆
発
に
よ
る
と
い
う
別
の
見
方
も
あ
る
。
そ
う
だ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
誰
も
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
オ
プ
リ
チ
ニ

ク
号
の
沈
没
を
同
艦
が
「
対
馬
事
件
」
に
参
加
し
た
こ
と
と
結
び
つ
け
る
者
は
い
な

か
っ
た
。

　

さ
て
、
対
馬
島
で
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
が
行
動
し
た
時
代
か
ら
ほ
と
ん
ど
四
半
世
紀

が
経
っ
た
。
朝
鮮
半
島
で
政
治
状
況
が
尖
鋭
化
し
た
と
き
、
海
軍
中
将
リ
ハ
チ
ョ
フ

は
一
八
八
四
年
一
二
月
一
五
日
、
ロ
シ
ア
海
軍
の
新
し
い
指
揮
官
で
あ
る
海
軍
元
帥

ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
【
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
四

男
、
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
弟
、
同
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
叔
父
】
に
宛
て
て
、

極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
力
の
状
況
に
つ
い
て
の
覚
え
書
を
下
準
備
し
た
。
そ
の

中
で
彼
は
と
り
わ
け
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
…
海
軍
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
強
力
な
足
場
と
い
う
位
置
づ
け
の
み
に
限
定
し
、「
日
本
」
海

か
ら
自
由
に
外
洋
に
出
て
行
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
く
し
て
は
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
強
力
な
足
場
と
見
な
す
こ
と
は
決
し
て
で
き
ま
い
…
」。
覚
え
書

の
中
で
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
一
八
六
一
年
の
対
馬
で
の
出
来
事
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
。
こ
の
他
に
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
上
記
の
問
題
に
つ
い
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
宛

て
の
書
簡
を
準
備
し
た
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
八
九
一
年
に
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
退
役
海
軍
軍
人
で
評
論
家
の
Ａ
・
Ｅ
・
コ
ン
ケ

ヴ
ィ
チ
（
ベ
ロ
モ
ー
ル
）
の
要
請
に
応
じ
て
、
一
八
六
一
年
の
対
馬
に
お
け
る
ロ
シ

ア
海
軍
軍
人
の
活
動
の
史
的
記
録
を
ま
と
め
た
が
、
Ａ
コ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
は
自
著
『
対

馬
エ
ピ
ソ
ー
ド
』
の
中
で
、
リ
ハ
チ
ョ
フ
が
ま
と
め
た
も
の
を
利
用
し
た
。

　

日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
―
一
九
〇
五
）
が
始
ま
っ
て
数
か
月
後
、
ロ
シ
ア
の
勝
利

を
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
リ
ハ
チ
ョ
フ
は
、
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
宛
に
、
太
平
洋
に
お

け
る
優
勢
的
地
位
強
化
の
必
要
性
に
関
す
る
書
簡
を
準
備
し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
と

り
わ
け
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
世
界
の
最
も
素
晴
ら
し
い
港
の
一
つ
を
持

（
96
）

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

（
102
）

（
103
）

（
104
）
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つ
対
馬
島
は
、
…
地
中
海
に
お
け
る
マ
ル
タ
島
と
同
じ
く
、
第
一
級
の
戦
略
地
点
の

一
つ
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
馬
島
の
方
が
、
す
べ
て
の

点
に
お
い
て
、
マ
ル
タ
島
よ
り
優
れ
て
い
ま
す
。
も
し
ロ
シ
ア
が
戦
争
終
結
と
同
時

に
、
こ
の
島
を
確
保
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
日
本
を
大
陸
か
ら
切
り
離
し
、
今
後
に

お
け
る
日
本
の
軍
事
的
意
図
を
不
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
、
太
平
洋
の
こ
の
海
域
に
お
け
る
優
勢
的
地
位
を
成
す
こ
と
に
な
る
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
海
軍
力
に
お
い
て
隣
接
諸
国
を
圧
倒
す
る
こ
と
が
条

件
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
…
。」

　

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
後
、
Ｚ
・
Ｐ
・
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
指
揮
下

の
太
平
洋
艦
隊
第
二
分
艦
隊
【
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
こ
と
】
は
、
ま
さ
に
対
馬
近
海

で
粉
砕
さ
れ
た
。
一
方
、
日
露
戦
争
の
失
敗
は
、
一
九
〇
五
―
一
九
〇
七
年
の
第
一

ロ
シ
ア
革
命
の
重
要
な
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
る
。

�
（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）

�
【　

】
は
訳
注
。

〔
註
〕

（
１
）　С

оболев В.С
. Н

а полярны
х морях и на ю

ж
ны

х... Записки историка-
архивиста. С

П
б., 2007. С

. 55.

（
２
）　

イ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
（
一
八
二
六
―
一
九
〇
七
）、
海

軍
中
将
（
一
八
七
四
）。
太
平
洋
の
探
検
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
参
加
（
一
八
五
三
―

一
八
五
六
）、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
の
直
属
（
一
八
五
八
―

一
八
五
九
）、
ロ
シ
ア
の
中
国
海
域
艦
隊
司
令
長
官
（
一
八
六
〇
―
一
八
六
一
）、
駐

英
仏
武
官
（
一
八
六
七
―
一
八
八
二
）。
海
軍
総
軍
令
部
創
立
構
想
の
立
案
者
。【
海

軍
総
軍
令
部
（М

орской 
генеральны

й 
ш

таб

）
は
海
軍
参
謀
本
部
（Главны

й 
морской ш

таб

）
か
ら
分
か
れ
て
海
軍
省
内
部
に
設
置
さ
れ
た
軍
令
専
門
組
織
で

一
九
〇
六
年
設
置
。
リ
ハ
チ
ョ
フ
の
提
唱
は
一
八
八
八
年
。
一
方
、
後
者
は
軍
政
・

軍
令
双
方
を
管
轄
、
設
立
は
一
八
二
七
年
】

（
３
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1. Д

. 179. Л
. 1-2.

（
４
）　Там ж

е. Л
. 2 об.

（
５
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 240. О
п. 1. Д

. 1. Л
. 1-4.

（
６
）　

イ
ォ
シ
ッ
プ
・
ア
ン
ト
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
（
一
八
一
四
―

一
八
七
五
）、
初
代
駐
日
ロ
シ
ア
領
事
（
一
八
五
八
―
一
八
六
五
）、
日
本
と
中
国
に

関
す
る
著
作
、
日
本
語
と
中
国
語
の
特
殊
性
に
関
す
る
著
作
の
著
者
。

（
７
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1. Д

. 22. Л
. 6, 8.

（
８
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 2-2 об.

（
９
）　Там ж

е. Л
. 3-3 об.

（
10
）　Там ж

е. Л
. 3 об.-4.

（
11
）　

聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
湾
は
ロ
シ
ア
沿
海
州
南
東
部
に
あ
る
湾
。

（
12
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 4 об.-5.

（
13
）　Там ж

е. Л
. 5 об.

（
14
）　Там ж

е.

（
15
）　Там ж

е. Л
. 5 об.-6.

（
16
）　Там ж

е. Л
. 7-8.

（
17
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1 Д

. 22. Л
. 259.

（
18
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1 Д

. 22.Л
. 110-111.

（
19
）　Там ж

е. Л
. 115.

（
20
）　

ビ
リ
リ
ョ
フ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
二
九
―

一
八
八
二
）
は
、
海
軍
少
将
（
一
八
七
二
）、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
英
雄
（
一
八
五
四
―

一
八
五
六
）、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
艦
長
（
一
八
五
九
―
一
八
六
三
）。

（
21
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 9-10.

（
22
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 15-15 об.

（
23
）　Там ж

е. Л
. 27-27 об.

（
24
）　Там ж

е. Л
. 28-30 об.

（
25
）　Беломор А. Тсу-С

имский эпизод // Русский вестник. 1897. N
o. 5. С

. 62.

（
26
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 16.

（
27
）　Там ж

е. Л
. 18, 21-22, 49, 53.

（
28
）　Там ж

е. Л
. 31.

（
105
）
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（
29
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1 Д

. 22.Л
. 155-157.

（
30
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 33.

（
31
）　Там ж

е. Л
. 34-35 об.

（
32
）　Беломор А. Тсу-С

имский эпизод // Русский вестник. 1897. N
o. 5. С

. 63.

（
33
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 38-38 об.

（
34
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1 Д

. 22.Л
. 167, 168.

（
35
）　Беломор А. Тсу-С

имский эпизод // Русский вестник. 1897. N
o. 5. С

. 75.

（
36
）　Там ж

е. С
. 76.

（
37
）　Там ж

е. С
. 77.

（
38
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 39.

（
39
）　Там ж

е. Л
. 40-40 об.

（
40
）　

ゲ
ル
ケ
ン
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
三
五
―

一
九
〇
六
）、
海
軍
大
将
（
一
九
〇
四
）。
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
防
衛
戦
に
参
加
、

（
一
八
五
四
―
一
八
五
五
）。
一
八
五
九
―
一
八
六
二
年
、
太
平
洋
で
は
コ
ル
ベ
ッ
ト

艦
ポ
サ
ド
ニ
ク
号
乗
艦
。
対
馬
島
の
海
図
作
成
に
参
加
。

（
41
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 46 об.

（
42
）　Там ж

е. Л
. 54.

（
43
）　Там ж

е. Л
. 23.

（
44
）　Там ж

е. Л
. 23 об.

（
45
）　

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
（R

utherford 
A

lcock;

一
八
〇
九
―
一
八
九
七
）
と
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
医
師
で
外
交
官
。【
一
八
四
〇
～
】
一
八
五
〇
年
代
【
四
四
年
駐
厦
門
】、
駐
福

州
領
事
、
後
に
駐
上
海
領
事
【
四
六
年
】、
駐
広
東
領
事
【
五
五
年
】。
一
八
五
八
年

か
ら
駐
箱
館
領
事
、
一
八
五
九
年
駐
日
英
国
公
使
。
一
八
六
一
年
江
戸
の
公
使
館
【
東

禅
寺
】
で
襲
撃
さ
る
。
一
八
六
五
―
一
八
七
一
年
北
京
公
使
、
全
権
公
使
。

一
八
七
六
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
地
理
学
協
会
会
長
。
日
本
に
関
す
る
著
作
は
以
下
の
通

り
。«Elem

ents of Japanese gram
m

ar» (1861); «The capital of the Tycoon: a nar-
rative of a three yearsʼ residence in Japan» (2  т., 1863); «Fam

iliar dialogues in 
Japanese w

ith English and French translations» (1863); «A
rt and art industries in 

Japan” (1878).

（
46
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 60-62.

（
47
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1 Д

. 22.Л
. 190.

（
48
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 55-55 об., 58-58 об.

（
49
）　Там ж

е. Л
. 56 об.-57.

（
50
）　Там ж

е. Л
. 54-54 об.

（
51
）　

小
栗
（
小
栗
上
野
介
（
忠
順
）、
一
八
二
七
―
一
八
六
八
）
と
は
、
日
本
の
国
政
を

担
っ
た
人
物
。
一
八
五
九
年
よ
り
の
豊
後
守
を
名
乗
る
。
一
八
六
〇
年
の
日
本
の
渡

米
使
節
を
率
い
る
【
実
際
は
目
付
】。
横
須
賀
の
造
船
所
建
設
（
一
八
六
五
―

一
八
七
一
）
を
指
揮
す
る
。
明
治
政
府
軍
に
よ
り
斬
首
。

（
52
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 63-63 об.

（
53
）　Там ж

е. Л
. 64-66.

（
54
）　Там ж

е. Л
. 67-67 об.

（
55
）　Там ж

е. Л
. 63.

（
56
）　Там ж

е. Л
. 69 об.-70.

（
57
）　Там ж

е. Л
. 73 об.

（
58
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 

１ Д
. 22.Л

. 206.

（
59
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 85.

（
60
）　Там ж

е. Л
. 80-80 об.

（
61
）　Там ж

е. Л
. 82-82 об.

（
62
）　Там ж

е. Л
. 82 об.

（
63
）　Там ж

е.

（
64
）　Там ж

е. Л
. 83-83 об.

（
65
）　

既
に
一
八
六
一
年
四
月
一
七
日
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
は
軍
人
た
ち
の
昇
進

と
叙
勲
に
関
す
る
海
軍
省
の
パ
ス
ハ
命
令
を
承
認
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｉ
・
Ｆ
・
リ

ハ
チ
ョ
フ
も
海
軍
少
将
に
な
っ
た
。

（
66
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 16. О
п. 1 Д

. 22. Л
. 235, 236.

（
67
）　

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ホ
ー
プ
（Jam

es H
ope,

一
八
〇
八
―
一
八
八
一
）、
英
国
海
軍
軍
人
、

海
軍
大
将
（
一
八
七
九
）、
一
八
五
九
―
一
八
六
三
年
は
太
平
洋
【
東
イ
ン
ド
中
国
】

艦
隊
を
指
揮
し
て
い
る
。

（
68
）　

ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
（Laurence 

O
liphant,

一
八
二
九
―
一
八
八
八
）

と
は
、
英
国
の
冒
険
家
、
旅
行
家
、
外
交
官
、
作
家
。
多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、
そ
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の
中
に
『
ロ
シ
ア
の
黒
海
沿
岸
、
ヴ
ォ
ル
ガ
下
り
と
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
の
地
方
を
巡
っ

た
旅　

一
八
五
二
年
秋
』【«Черноморское 

побереж
ье 

России 
осенью

 
1852 

года, путеш
ествие вниз по В

олге и по стране донских казаков»

】（
一
八
五
三
）

も
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
時
（
一
八
五
三
―
一
八
五
六
）
オ
マ
ー
ル
・
パ
シ
ャ
の
幕

営
付
き
と
な
る
。在
江
戸
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
の
書
記
官
で
あ
っ
た
一
八
六
一
年
、負
傷
。

パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
移
住
案
の
作
成
者
（
一
八
七
八
）。

（
69
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 2385. Л
. 88-89.

（
70
）　Там ж

е. Л
. 90-91.

（
71
）　Беломор А. Тсу-С
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